Use of "Panfuran S" in the field of urology by 夏目, 修 et al.
Title泌尿器科領域におけるPanfuran Sの使用経験
Author(s)夏目, 修; 渡辺, 昌美; 塩, 暢夫; 川村, 俊三; 小津, 堅輔










泌尿器科領域 にお けるPanfuranSの使 用経験
東北大学医学部泌尿器科学教室(指導 宍戸仙太郎教授)
講 師 夏 目 修
助 手 渡 辺 昌 美
大学院学生 塩 暢 夫
〃 川 村 俊 三
〃 小 津 堅 輔
     USE OF "PANFURAN S" IN THE FIELD OF UROLOGY 
      Osamu NATSUME,  Masami WATANABE, Nobuo SHIO, Shunzo KAWAMURA 
                          and Kensuke Ozu 
         From the Department of Urology, Tohoku University School of Medicine 
                     (Director  : Prof. Sentaro Shishito, M. D.) 
 "Panfuran S" was administered to 50 patients with infections who visited our clinic
, 
4 times a day (2 times a day for children) with a dose of 250 mg at each time. Effectiveness 
and side effects were carefully observed. The patients included 23 cases of acute cystitis, 
7 cases of chronic cystitis, 5 cases of acute pyelonephritis, 2 cases of chronic pyelonephritis, 
10 cases of prostatitis, and 3 cases of acute orchitis. The causal organisms in cystitis 
and pyelonephritis were mainly Gram-negative bacilli such as E. coli, Pseudomonas, 
Citrobacter, Klebsiella and Proteus, in which better sensitivity was demonstrated against 
"Panfuran S" than other antibiotics so far used. Streptococci showed similar sensitivity 
as Kanamycin, but Streptococci showed no sensitivity against "Panfuran  S" 
   Out of 13 patients with prostatitis and orchitis, 8 cases showed recovery with the 
therapy, while the others who were infected by Streptococci showed no effect. 
   These results indicated that "Panfuran S" is a satisfactory drug of choice for urinary 
tract infections due to Gram-negative bacilli and Staphylococci.
1緒 言
近年 におけ る医学 の進歩はめ ざましい ものが
あるが,な かで もPenicillinをは じめ とす る抗
生物質 の発見 によ り治療面は画期的な飛躍を遂
げてきた.し か しなが ら,そ の乱用か ら耐性 菌
の問題が起 り,新 しい型の抗菌剤の出現が望 ま
れ ている.
Furan誘導体は1944年Dod&Stillmani}に
よ りFuracinが発見 され て以来,種 々の誘 導
体 が合成 されてい るが職 軌 近年 に至 るまで次
々と誕生 した強 力な抗生 剤の陰 にか くれ,そ の
効果な どが注 目を集 めるには至 らなかつた.
しか し近年耐性菌 に対 しFuran誘導体が著
効を示す との 知 見が み られ る ように なつてか
ら,本 誘導体 も再認識 されてい る.
PanfuranSは金沢大学薬学部 な らびに富山
化学研究部 において抽 出 された全 く新 しい抗菌
剤で あ り,化 学的 にはPanazonすなわBis-(5-
nitrQfurfurylidene)-acetoneguanylhydrazone
hydrochlorideより 合成 され た もので,最 近
耐性 菌に対 しても著 明な効果 のあ ることがいわ
れてい る.
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そ の 内訳 は 表3,4に み る ご と く,E.coliが22例と
圧 倒 的 に多 く,つ い でPeudomonas6例,Citrobacter
お よびKlebsiellaが各3例,ProteusおよびStaphy-
lococcusが各2例,Streptococcusが1例で あつ た.
感 受 性 試 験 で は まずE.coliにつ い て述 べ る と,表
4で 明 らか な よ うにSM,TC,CM,PCな どで は 大
部分 が 耐 性 を 示 し てい るの に反 しPanfUranSは 全
例 に 高 い 感 受 性 を示 し,そ の程 度 はKMを 上 まわ る
もの で あつ た.
Pseudomonas,Citrobacter,Klebsiellaも同 様 の
傾 向 を 示 したが,こ とにCitrobacterにお い て は従
来 の抗 生 剤が す べ て 無 効 なの に 対 し,本 剤 に は全 例が
高度 の感 受 性 を 示 し た こ とは 注 目に価 い す る.
さ らにProteusおよびStaphylococcusでは 本剤
はKMと 同程 度 の感 受 性 を有 して い た が,Strepto-
COCCUSに関 し ては 感 受 性 を 有 せず 臨 床 上 に おい て も
治 癒 の認 め られ な か つ た1例 が み られ た.
b.治 癒 まで の 期 間
臨床 上 な らび に 細 菌学 的 検 索 上 の 治 癒 まで の 期 間
は,まず 膀 胱 炎 で は 治癒 を認 め な か つ た1例 を 除 く と,
最短2日 か ら最 長13日であ り,平 均 日数 は6日 で あつ
た 。 これ を 急 性,慢 性 膀 胱 炎 に 分 け て考 え る と,前 者
で は5,4日,後 者で は7.7日 で あつ た.
さ らに,お もな る起 炎 菌 に つ い て平 均 治 癒 日数 を み
る と,E・coliでは7.1日,Psevdomonasでは3.3El,
Citrobacterでは3日 で あ り,前 述 の 感受 性 試 験 の
結 果 と傾 向を 同 じ く して い る.
っ ぎに 腎孟 腎 炎 で は 治癒 日数 は3日 な い し10日で あ
り,そ の平 均 日数 は5.4日で あつ た.E.coliに よ る
急 性 腎 孟 腎炎 の平 均 治 癒 日数 は6.3日 と,膀 胱 炎 に
お け る と 同 様 他 の 菌 種 に よ る もの よ り 日数 が 長 かっ
た.
c.小 括
膀 胱炎,腎 孟 腎炎 では 起 炎 菌 はE.coliが大 多数 を
占 め て お り,Pseudomonas,Citrobacter,Klebsie-
11a,Proteusなどグ ラ ム 陰 性 桿 菌 に よる もの が 殆
ん どで あつ た 。 これ らに 対 し本 剤 は 著 し い感 受性 を示
し,ご く短 期 間 で炎 症 を 治 癒 せ しめ た.
グ ラム陽 性 球 菌 中,Staphylococcusにはか な りの
感 受 性 を示 した が,Streptococcusでは 感 受 性 は低
.かつ た .
本 剤 は グ ラ ム陰 性 桿 菌 群 に は 従来 の抗 生 剤に 比較 し
て優 る と も 劣 らな い 効 果 を 有 し,グ ラ ム 陽性 球菌 中
StaphylococcusにはKMと 同程 度 の 消炎 効果 を期
待 し て よい と考 え られ た.
2)前 立 腺 炎 お よび 睾 丸炎
a.細 菌 学 的 検 索
培 養 な らび に 感受 性 試 験 は 睾 丸 炎 を除 く7例 に施 行
した.
起炎 菌 は表5,6に み る ご と く,Staphylococcus7
例,Proteus2例,Streptococcus1例で で あつた.
感受 性 試 験 で はStaphylococcusはPC,KMなど
に 強 い感 受 性 を 示 し,本 剤 に も7例 中5例 に高度 の感
受 性 を認 めた.ProteusはSM,TC,PCな どに鵡 性
を示 した が,本 剤 に は2例 とも高 い 感 受性 を 認め た.
これ に 反 しStreptococcusではCM,PC,KMに 強
い 感 受 性 を 有 し,本 剤 には 感 受 性 を 認 めな かつ た.
b.治 癒 まで の期 間
前 立 腺炎 で は10例中3例 が,15日 以上 の 投薬 を続け
た の に もか か わ らず 治 癒 を 認 め な か つ た.治 癒 した症
例 に 限 る と平均 治 癒 日数 は11.7日で あつ た.
聖 丸 炎 は3例 中1例 に治 癒 を 認 め た のみ で あつた・
c.小 括
前 立腺 炎 はStaphyiococcus,Streptococcusなど






























































































































































新 ニ トロフラン誘導体 である.本 剤 の臨床上の
治験例 の報告 はいまだ多 くをみ ないが,動 物実
験お よびinvitroにおける 試験成績は 多数に
上つ てい る2)3)4),
す なわ ち甲斐原 ら5)はマ ウスを用いLD50か
らみ て毒性 の極 めて軽微 なる こと,invitroに
おいてStaphylococcusに対 しては0.39mcg/
m1で,E.coliでは0.78～3.13mcg/m1で発
育抑制が可能 である ことな どを示 し,本 剤が強
い抗菌力価 を有 している ことを実証 してい る.
また,木 村 ら6mも 本剤 の誘導体 を用い グラ
ム陽陰性 の球桿菌 に対す る最小発育阻止濃度を
検討 し,そ の広汎 な抗菌スペ ク トルについて詳
述 してい る.す なわ ち,本 斉IIはinvitroにお
いてStaphylococcusに対 し0.25～0.1mcg/ml,
グラム陰性桿菌,大 腸菌属,赤 痢菌属,サ ル モ
ネラ菌属 の諸菌 に も0.05～1mcg/m1で完全 に
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発育 を阻止 し,こ れ ら一般細菌 に対 す る抗 菌力
価 はCM,TM,SM,PCを さらに 上 まわ るの
みでな く,従 来 のFuran系 剤 のいずれ を もは
るかに 凌駕す る もので あ ると 報告 して いる.
さらにCM,SM,TC,PCな どに高度の耐性 を
示すStaphylococcus,E.coliなどがいず れ も本
剤に対 し,顕 著な感受性を示す こともあわせ報
告 してい る.
ところが泌尿 器科領域におけ る感染症 に対 し
ての本剤 の使 用経 験の報告 は未 だ殆 ん どみ られ
ない.
我 々は50例の感染症患者 に対 しPanfuranS
を使用 したが,E.coli,Pseudomonas,Citro_
bacter,Klebsiella,Proteusなどグ ラム陰性桿
菌 は本剤 に対 し,殆 ん ど100%の感受性を示 し,
甲斐原 ら5).木村 ら6)7)の成績 と 一致す る 結果
を得 た.ま たStaphylococcusでは9例 中7例
に感受性 を認 めたが,前 立腺炎 にお いては膀胱
炎 に比 し,愁 訴軽快 までの期間が長かつ た.一
方,Staphylococcusでは我 々 の症例 に おい て
は感受性 を示 した ものはみ られなかつた.
以上 の如 く,我 々の成績か ら考 えると,本 剤
は尿路炎症性疾患 の起炎菌の大部分 を 占め るグ
ラム陰性桿 菌 には優れた感受性を有 し,さ らに





1回250mgず つ5日 な い し20日間投与 し,そ
の薬剤効果,副 作 用な どの観察 を行 なつた.
その結果,急 性膀胱 炎は平均5.4日,慢 性膀
胱炎は7,7日,腎 孟 腎炎は5.4日で治癒を認め
た.
これ ら尿路感染症 ではグ ラム陰性桿菌が起炎
菌で あるこ とが多 く,PanfuranSは卓越 した
効果 を示 した.前 立腺炎 お よび睾 丸炎では13例
中8例 に 効果 を 認 めたが,Staphylococcusの
一部 とStreptococcusにに本剤は 無効 であっ
た.
以上 の ことか らPanfuranSは グラム陰性
桿菌群 お よびStaphylococcusによる尿路性器
感染症 に,非 常に有効で ある と考 えられた.
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